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史
料
紹
介

〔
解
題
〕

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
立
命
館
大
学
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
度
は
戦
時
下
に
お
け
る
大
幅
な

学
制
改
革
が
実
施
に
移
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
本
学
の
戦
前
の
歴
史
の
な
か
で
も
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
を
川
す
る
年
で
あ
っ
た
。

大
学
関
係
の
学
制
改
革
の
み
に
限
っ
て
み
て
も
、
法
文
学
部
で
は
従
来
の
各
学
科
名
称
に
「
東
亜
」
が
冠
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
東
亜
法
政
学
科
・
束
耶
経
済
学
科
・
東
亜
文
学
科
と
な
り
、
東
亜
文
学
科
に
は
新
た
に
「
国
体
学
科
」
が
新
設
さ
れ
た
。
こ

の
学
科
編
成
は
一
九
四
二
年
度
か
ら
一
九
四
五
年
の
終
戦
ま
で
の
四
年
間
存
続
し
た
。
人
学
予
科
は
四
一
年
度
に
一
旦
、
廃
止

し
た
三
年
川
が
復
活
し
た
。
ま
た
、
日
浦
高
等
工
科
学
校
は
専
門
学
校
に
正
式
に
移
行
し
て
立
命
館
大
学
専
門
学
部
工
学
科

（
昼
間
・
三
年
制
）
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
理
学
科
（
夜
間
・
三
年
制
）
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
学
制
改
革
は
、
い
ず
れ
も

本
学
の
戦
時
的
体
制
へ
の
対
応
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
姿
を
と
り
つ
つ
大
学
組
織
と
し
て
は
、
戦
前
で
は
最
も
充

実
し
た
内
容
を
備
え
る
に
至
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
年
度
に
焦
点
を
あ
て
て
、
当
時
の
本
学
の
教
員
術
成

を
明
ら
か
に
す
る
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
九
四
二
年
度
の
立
命
館
大
学
教
員
名
簿

伊
藤
武
夫
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命館大学の1942年度m科II．学年別学ﾉ1Ir表1－(1)

(1942年5ノjlIl現ｲ|畠）

22を．

l()7

8(）

8(）

・
学
科
編
成

戦
時
下
に
お
け
る
立
命
館
大
学
の
大
幅
な
拡

充
は
、
一
九
四
一
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

大
学
部
は
こ
の
年
度
か
ら
法
経
学
部
が
法
文
学

部
と
名
称
変
更
し
、
従
来
の
法
律
学
科
と
政
治

学
科
は
統
合
し
て
法
政
学
科
二
部
・
二
部
）
と

な
り
、
ま
た
商
学
科
は
経
済
学
科
二
部
・
二

部
）
に
統
合
し
、
新
た
に
文
学
科
（
二
部
）
が

新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
専
門
学
部
も
法
政
学
科

（
法
律
科
・
経
済
科
）
、
文
学
科
、
高
等
商
業
科

に
統
合
さ
れ
、
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の

学
科
再
編
成
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
学
則
改
正

と
と
も
に
「
学
則
」
の
通
則
の
個
所
に
、
「
本

学
建
学
の
本
義
は
本
学
伝
統
の
立
命
館
の
禁
衛

隊
の
精
神
に
在
り
と
す
」
と
明
記
し
、
「
我
国

国
体
並
び
に
日
本
精
神
の
真
義
」
を
教
学
方
針

’
一
九
四
二
・
四
三
年
度
の
学
部

学部難

Ｉ
Ｆ
一
師
〉
（
》
生
寺
▽
舟
』
壷

大
学
予
科

法文学祁総計

；

大 学 予 イ 1 ．総；

学科・箔等

新、法政学：

政始 ﾉ1,J。，,
一j一

新、経済学，

ｰ

新、法政学科

政治学科

新、維済学科

1淵と

小 ii

課
Ｉ
．
ｒ
Ｉ

年
年

小，
．
●
－
．
‐
ｌ

年
年

I

/ ｣ ､I

史学

襖文学

E1文学≦

地S'f.学尋

国休学

小，

l学fi

定‘

16（

31(｝

ｲ|号校生甥

Ffl：

釦
一
鮪
一

ｗ
’
㈹
一

』
Ｊ
〃
」

】
２

廃|’

新16

I篭li

2学年

Ｊ

岨
（
一
日
巳
』
一

''1

必
十３

：

I

KUfFS24

MIL'年度新設

|日

‘

Z(）

4

36

．I

？
］
９
Ｊ
Ｅ
ｕ
１

リ
白
１
４

1『三
八qE"

卒:業生＃

(42年3

1()《

刃
刊
噂
勾
川
Ⅱ
Ⅲ
州

201

14；

51

20〈

25：
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Rl-(2)立命館大学の1942年度竿科別・学年別学姓放

'1(）

25(）

65

99

58

5(）

1民n
LLJLp’

K1)別科・聴o;-I晶雌し。第一部はlilﾊI部、節二部は皮|川細

2)大学予科二年ilillの入学定HfVの()|ﾉ､lは､'11学Mllの定典｡

3）’､';l"i学部輔一部」:学ｲ45学科は1942年4ノlからの17没であるか

科学校弗2学年の柵人姓である。作j』:年の在校ﾉk数にはIMj年皮の蕊

(川所）11ｲ1寸|法人,>:命館『法人経Ill1並に学1*状ﾙL訓作に|則する,'F類.i(縦

弟2'､jﾒ:年は17'!尚等』_i

yﾉ'1数を含む。

の
な
か
に
徹
底
し
た
こ
と
は
、
す
で
に

（
１
）

別
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
冒
頭

に
述
べ
た
学
制
改
革
は
、
そ
の
一
年
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
度
の
立
命
館
大
学
の
学

科
洲
成
と
学
生
定
員
な
ら
び
に
教
員
構

成
を
詳
細
に
記
録
し
た
史
料
と
し
て
、

財
団
法
人
立
命
館
の
事
務
局
が
一
九
四

三
年
九
月
に
作
成
し
た
『
法
人
経
理
並

に
学
事
状
況
調
査
に
関
す
る
書
類
』

（
綴
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
文
部
省
高
等

教
育
局
か
ら
指
示
さ
れ
た
調
査
項
目
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
報

告
様
式
に
従
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
数

少
な
い
一
次
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
文
書
綴
の
な
か
の
「
学
生
生
徒

学部皇

舛
刻
一
画

専’ '' 1学 部総

学科字，等

供作学＃

経済学肴

7;,等間紫『

新、法政学；

ノ

法fit7

経済学＃

新 、 法 i l'学利

新、維済学科

国語漢文

地剛11縦山‘

小

機 械二 ［学

髄気」二^

応川化学

採鉱冶金学

建築 皇L学

小一一一 i f

Ｌ
Ｌ
．
Ｗ
躯
軸
免
乙

０
４
一
画
１
Ｊ
一
虎
配

数
物
化
小

1学年

と典

Ｉ

【

『

1（

1．O8C

ft枝ノ|弓数

1準f

礎|｜

O-ii

|禿||･

廃||・

38

1．11

当Z,｣＝

１
１
Ｌ
又

一
・
｜
・
Ｉ

f$畠判
型一不ノ

則胤
I'J'li年度新投

um:,:年度新i没

ワワ
今全

|Ⅷ…

771221

3学fI

27

48

51

1942

年j史

，新,没

ニヨリ

血|[シ

Rl
uJq

yl

l5i

35；

101

701

１
６

日
‐

Q【亭一

少ワも

。
‐
‐
‐
’
【
「
』
〆
Ｌ
》
”
・
”
．
〆
卜
叱

ワ
ｆ
ハ
リ
Ｑ
○
ハ
０
Ｑ
ｏ

ｌ

2－6（

卒巣生謝

(42年3月）

26

62

126

21:：

112

8？

19〈

3

E

■エ

卒
業
生
剛
シ

卒111

班要
，小二

'tシ

49
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R2-U)罫ｳ:命館大学の1943年皮学科別・学年別学雌数

(1943年5月1日現在）

42 109

106

20

16(）

(16(I

数
調
（
最
近
三
ヶ
年
間
）
」
に
よ
っ
て
、
一
九

四
二
年
度
と
四
三
年
度
の
学
科
別
学
生
数
を
一

覧
に
し
た
も
の
が
表
１
，
２
で
あ
る
。
法
文
学

部
の
入
学
定
員
は
第
一
部
、
第
二
部
そ
れ
ぞ
れ

一
六
○
名
で
、
昼
間
部
と
夜
間
部
の
入
学
定
員

は
同
数
で
あ
っ
た
。
大
学
予
科
の
入
学
総
定
員

も
同
じ
一
六
○
名
づ
つ
で
あ
る
が
、
た
だ
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
四
三
年
度
に
な

る
と
再
び
三
年
制
が
廃
止
さ
れ
て
二
年
制
に
戻

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
予
科
の
教
育
制
度
は

，
（
２
）

年
毎
に
二
転
、
三
転
し
た
こ
と
に
な
る
。
法
文

学
部
の
学
科
名
が
、
こ
の
文
書
で
は
「
新
、
法

政
学
科
」
な
ど
の
名
称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

当
然
、
そ
れ
は
「
東
亜
法
政
学
科
」
、
「
東
亜
経

済
学
科
」
と
「
東
亜
文
学
科
」
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
表
を
一
見
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

一
九
四
○
年
度
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
学
科
の

学部等

需
刻
二
一
立
和

法文学部総

’
一
８
型

大学予科総訓

ｊ
牽
一 科キ'，等

新､法政学1

政梢学イ

新、経済学1

ao

新、法政学1

敗治学1

新、経済学イ

商学1

小

ｆ
、
ｊ
“
－
１
Ｆ

年＃

年ii,

ノ
皿
ノ
ｒ

蕊I
学¥:|・

学f:'．

'処

拠文

10文

地Ill1

Ill#

小 帥

l学EfI

疋＝

１
．
く

80

3

馬買弓

6(）

60）

160

在 校生協

1学年

一
一
帥

3{)9

Ｆ
出
屯

嘘

20

18

17

47

17

廃

1発

35

2学ィ

l6f

｜
示
睦
■
』１

｜
荊
皿
一

3学』

2

’
５

iil‐

3(）

491

7(；

咽
》
一
厘
Ｊ

１
口
且
『
１
１

19

1．34

l7f

l6f

344

117F
ユロニ

11F・
ユユー.

287

6

卒雌推勘

(43年3月

6『

盛

102

1Q1
入ぜ』

ｑ
、
／

卒
業
生

29’

25（

Ill制31

291

９
’

041

391
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表2－(2)I>:命in;大学の1943年庇4，沖|別・学ｲ剛|｣学ﾉ|韓

'63

l鴎

l()0

50

､：.

28

制昌1)1943年5ﾉ］lil塊ｲ|訓べのものとみてlHi述いない。

2）法文学部の1943年皮‘.)』:ﾉk蝶蝶は9月と注記。また、輔一会

「Offヨリ」と記jlL

3）大学子{:|,人4‘);:定蝿|,Mの()Iﾉ､lは、Ill学Ill1の定iio

4）行学年伽に「兵休荷」数の紀救があるが、ここでは竹|I|汁。

(川Ⅳ『)UtMl法人立命n-『法人経IW1並に学111．状況,0企に側する洲伽』

済学ｲ:|･の弟1学年19崎ﾉiは

(綴：

学
生
か
四
二
年
度
に
は
第
三
学
年

に
残
っ
て
い
て
、
「
学
生
生
徒
数

調
」
は
そ
れ
と
の
関
係
も
視
野
に

い
れ
た
か
た
ち
で
従
来
の
学
科
名

を
も
と
に
一
覧
表
を
取
り
ま
と
め

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
三
年
度
か
ら
は
、
専
門
学
部

の
第
一
部
に
理
学
科
（
数
学
・
物

理
・
化
学
の
三
学
科
）
が
新
設
さ

れ
、
即
工
学
系
の
専
門
学
部
の
入

学
定
員
は
、
一
部
五
○
○
名
、
二

部
一
五
○
名
、
合
計
七
五
○
名
と

極
め
て
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

な
お
、
在
校
生
数
は
「
兵
休

者
」
等
を
含
む
総
数
で
あ
る
。

「
兵
休
者
」
等
は
同
じ
文
書
綴
の

な
か
の
統
計
で
異
な
っ
た
数
値
が

学部

一
Ⅱ

弊｜洲I学部総計

- 科・*，

折、法Ⅲ 非
‐

準
Ｊ

維術 学科

間諜淵梁科

折、法（'1ざ学：＊

鮒、経I
b，『■エ

1．j'.↑

10語醜＞

｣(lL哩脈し

1軒倭卜.恥

↑茨↑脱」.

',砥気l： ‘ 芋 イ

l心片I化学f

孫鉱冷金学f

雄築X06I

小

１
Ｉ
ｒ
ｆ

謬
小

ｆ
Ｆ

ｆ
Ｆ

１

数
物
化

1，爵

数′

a学イ

小；

ノ
ー
Ⅱ
１
０
１
ヂ

蒔
十
ロー

贈
Ｌ

１
１

｜鯛｡

65

‐

‐
‐
く
Ｉ
‐

ｲ|モ校ノヒ数

4｣22

12

ル

11

１
１
１
１

駅
副
０
粋

帆〕

4R

14

と
局
ｊ

】
ハ
リ

14

2学n

24号

|Ⅲ"…Ⅲ

3竿fl

Uノ

'111()3

159

5

4

|;＃
1．（

324

103

390

81

44

251

111

12

2()’

121

fl(］

42

51

卒業ﾉk

(43年3，

4．

▲-

12(

l4f

2

卒
業
生
雌
シ

卒il

雛

ﾉに

卒11

5Rl
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一
九
四
二
年
四
月
以
降
の
新
し
い
教
学
体
制
の
も
と
で
専
任
教
員
と
兼
任
教
員
が
ど
の
よ
う
な
榊
成
に
な
っ
て
い
た
か
を

確
か
め
る
た
め
、
こ
の
文
書
綴
の
「
教
員
調
」
を
盤
理
し
、
以
下
に
表
示
し
た
。
大
学
部
と
同
予
科
は
一
九
四
二
年
四
月
二
○

日
現
在
、
専
門
学
部
に
つ
い
て
は
翌
四
三
年
四
月
二
○
日
現
在
の
在
籍
者
の
洞
節
で
あ
る
。

す
で
に
五
○
年
以
上
前
の
記
録
で
あ
り
、
各
教
員
の
出
身
校
と
卒
業
年
月
を
知
る
極
め
て
ま
れ
な
残
存
史
料
な
の
で
、
原
史

料
の
忠
実
な
再
現
に
努
め
た
。
た
だ
し
、
生
年
月
日
、
大
学
の
卒
業
年
月
な
ど
に
お
い
て
、
誤
記
と
も
思
わ
れ
る
も
の
も
少
な

か
ら
ず
見
一
受
け
ら
れ
る
。
他
の
資
料
な
ど
で
確
認
で
き
る
も
の
は
訂
正
し
た
が
、
そ
の
作
業
は
ま
だ
完
了
し
て
お
ら
ず
、
今
後
、

よ
り
正
確
な
教
員
名
薄
に
作
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
。

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
こ
れ
が
正
確
な
統
計
と
は
い
え
ず
、
学
徒
動
員
以
前
に
兵
役
に
赴
い
た
学
生
等
の
調
査
は
、

他
の
機
会
に
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
表
記
せ
ず
省
略
し
た
。

箔
Ｔ
心
ｊ

、
ｖ
Ｊ
ｌ

（
１
）
拙
柚
「
立
命
館
Ⅱ
澗
尚
等
工
科
学
校
ｌ
恥
工
学
部
前
史
の
一
駒
ｌ
」
、
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
、
所
収
、

（
２
）
一
九
四
三
年
度
に
は
大
学
予
科
か
再
び
二
年
制
と
な
（
一
た
こ
と
は
、
立
命
飢
史
洲
纂
委
員
会
『
立
命
館
八
五
年
史
略
年
表
』
（
一
九
八
五

年
二
月
）
の
一
九
頁
、
一
九
四
二
年
三
月
三
一
日
の
項
に
記
城
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
表
２
の
記
戦
内
容
か
ら
も
、
そ
れ
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
時
の
学
制
変
災
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
現
椛
も
百
年
史
柵
纂
室
に
お
い
て
洲
在
中
で
あ
り
、
い
ず
れ
よ
り

正
確
な
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

六
五
頁
以
下
参
照
。

二
教
員
名
簿
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ol ｡

財団法人立命館教員名簿

I.立命館大学法文学部昭和17(1942)年4月70)日現在

（1）法文学部専任教員の部

m|ii:i年3戸

氏名

生年月日

板 木郁即

明治32年5ノ

磯崎 辰 五

明治31年4J

末包留三良

明論24年12月

井上 次

明治;-ii年9ノ

太田義j《

明論28年5提

井 上 巌 次

明治34年7ノ

大谷政剛

I旧胎29年9膿

大淵に右衛F’

明論38年4浜

田 中r
言
価

明治4()年l腹

没井清1,

明柿35年1“

森順 リ

明沿11年9F

竹田直軍

明論33年8月

府県

島朴

香ノ

香』

糾任.}ノ凡

京 崎

4忽：
垂

旦 蘭
ﾛDソ

秋 田

．E
戸 肺

愛虹

石！

新＃

担当

科目

民法（総Ill

親族･相続

特別識義：

f｣･政‘_′ ， や 沖

海商甘

儒誰i』

経済地H

商業経i；

国際経済計

経済

工業経iド

財I

国｜祭椎

外交ダ

匡l際政袖蔦

統 制 f :

民r二

(偵椛･物権

国体学

(逝法身

刑法

授繁

時謝
雌終学歴

大正12年3兵

京都帝国大学法学部

大正13年3月

京都帝国大学法学部

大正8年7月

京都帝国大学文学部

大正II年3月

'百l法学部

大正II年3月

京都帝国大学経済学部

学苫’

大正14年3月

京都帝国大学経済学部

IOH::年3更

京都帝国大学経済学部

07和5年3月

立命館大学法経学部

IL'S'hh年3塁

京都帝国大学法学部

大正15年3fl

京都帝国大学法学部

昭和8年3ノ

京都帝|玉l大学法学剤

昭和6年3ﾉミ

立命館大学法経学昔’

採用認可年月I

大正12年1(1月71

大正15年3月2，

大正15年3月21

IIN和2年4月5

昭和3年3月3『

昭和3年4月7；

昭和4年4月6；

昭和7年4月Ill

昭和9年4月12

昭和9年4月12

昭和9年4月12

昭和9年4月12
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和 田 三 f

明治37年1月

二
巨
圧

士
ロ 亜川

明治42年2月

定

明治42年3月

西藤雑ジ

明治41年3ﾉ1

祭原 光 太 償

明治40年2月

長偏
《
自
画

明治44年12月

森義宣享

明治45年3月享

高瀬亜吻

明治42年3ﾉ」

里見岸 7

明治3()年3月

太田亮

明治17年7月

橋本循

明治23年6月

浅田 蓉 二 似

明泊37年9月

白柳武云

明治17年1月

武藤守一

明治43年5月

大山 敷 太

明治35年12月

松岡又一

明治31年II)ノ

長

長撒

大分

●
一
ｋ

、
｜
り
（

大

一
口
小

岡I

富

東ェ

束房

禍ノ

京も

岐匡

経済！

経済思想】

政柿色

国家政策と

日本法制

保険；

簿記荷

工業及び＃

行簿記

経営と

商法(手形

会社）

今
Ｌ
ノ
ｒ
ノ

ー
聯

ｒ
上
』

子
牛
北

Ｉ
ｌ
、

柚
処治

政
政

国史と

国体と

(S/:

国史皇

国文 ′ 胃

国文皇

国史身

日本民族9

(Lf甫欠毒
野-knJロI

経済史

日本経済史

地政

移柿長

学

孝、
llm

2

昭和3年3

京都帝国大学経済学：

昭和6年3

京都帝国大学経済学

nofio11年3

立命館大学法経学苦

昭和10年3

京都帝国大学法学；

昭和7年3』

京部帝国大学文学苫

大正9年;;)

早稲田大学文学部哲畠

明治42年3ノ

F*宮皇学能

大正7年3ノ

京都帝国大学文学音’

BS和3年3月

京都帝国大学文学部

明胎00年4ノ

早稲田大学文学音

昭和11年3．ノ

立命館大学法経学苦

II日和3年3月

京都帝国大学経済学部

昭和3年3月

東北帝国大学法文学剖

9年3

If国大学法学I！

8年3

帝国大学法学:

7年3

端:国大学経済学

昭和13年6月30蔓

昭和13年6月3〈~》

昭和13年6月3号

'1僻Ⅱ13年8月3F

昭和15年7月12富

昭和15年7月12B

Il.'i和16年6月18日

|唱和]6年9月1")日

昭和16年9月15層

昭和16年9月l5E

昭和16年9月15呉

昭和16年9月l5H

昭和16年9月15冨

昭和ifi年9月15.薯

昭和16年9月19国

昭和16年11月16罵
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(2)法文学部兼任教員の部

高 瀬武執

明治元年10

今西錦冗

明治35年1

中川粕

大正4年8

林栄次個

明治32年10,

山崎端純

明治27年‘

京間｜

京＃’

京＃’

一
に
え 都

支那哲学

自然地理学

教練

数

東Ⅲ共栄1通’

言心、
IJI刑

明治33年9ノ

東京帝国大学文科大学

昭和3年3ﾉﾋ

京都帝国大学理学音’

理学博士

陸節中院

陸軍准膿

大正8年4．ノ

慶応義塾大学理財:I

昭和16年3月31

昭和17年6月17

(目下手続中

昭和17年6月17

(目下手続中

B8和17年6月］8

(目下手続中）

昭和17年7月1

(目下手続中

氏窮

生年月日

竹 田省

明論13年9ノ

山田正三

明論15年12̂

串本友三郎

明枯19年8f

大隅健 一

明摘37年9J

八木芳之且

明治28年2F

府リ計

石‘

Ｔ
〃

大｜砿

愛a

京茜I

担当

科E

商法

特別洲義

民半訴訟法

金融言

私法

特別荊義

麗業経済

授業

時勢

*印現職隼

最終学雁

＊弁護士

明治39年7だ

京部帝国大学法科大学

法学博士

＊京部帝国大学教授

明沿42年7ノ』

京都帝国大学法科大学

＊立命館商業学校学監

明袖42年3.儲

早稲田大学政経学部

ドクトル･デア･ボー鼻

＊京都帝国大学教授

大正3年3，貝

京都帝国大学法学部

＊京都帝国大学教披

大正1()年3;;~：

京都帝国大学経済学部

経済学|#士

採用認可年月

大正15年3月3

大正15年3月

昭和2年4月5

大正4年5月2(）

昭和7年4月8
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末川陣

明治25年II』

田村徳iぞ

明補19年7，

|亘聴

明枯21年12

式
に 川大二郎

明愉34年1

，と

明治35年1

黒任

明柿23年2

清水黍

明枯27年1

岩 根保重

明論33年1月

三島泰i{

明治34年II月

姥 川虎三

明倫30年2月

内田 吟

明補40年4頁

山 口

秋 圧

束 序

京7

山)l

滋穏

a」

Il」に

大17

束芹

束 時

民法(偵椛

行政学

法理4

民〃i

破産注

経済政策

政治学特iシ

洲義

国 文

人文地理学

,1斤 学I-T

独 計

統計学

東洋史学

ワ
ム

「
１
１

*大阪商科大学溝R

大正II)年3ノ

京部帝国大学法学；

法学博士

*"0西学院大学教1‘

大正5年If

京都帝国大学法学割

法学博士

＊大阪商|大学教）

大正5年7ノ

京都帝匡|大学法学音I

法学博士

＊弁護＝

大正13年31

京都帝国大学法学音’

＊京都帝国大学助敬＃

昭和2年3選

京都帝国大学経済学I

＊京都帝国大学教雁

大正12年3塁

京都帝匡|大学法学剖

＊本学専10学部教I

大正14年3j』

京都帝国大学文学昔

＊本学専n学部教蛎

H,;i:年3ノ』

京 都 帝 国 大 学文学:

＊本学専|Ⅱl学部教脂

昭和4年3月

京都帝国大学文学：

＊京都帝国大学教彬

大正12年3ノ！

京都帝国大学経済学舟’

＊京都帝国大学助弓

HOtliii年3ﾉー：

京都帝国大学文学誉

昭和8年10月5

:i;.,;)年5月9

昭和9年5月9

昭和10年3月4

昭和I5.年6月18

昭和16年9月15

昭和1(1年9月15

昭和Hi年9月15

昭和]6年9月15農

昭和16年9月19

昭和16年9月19豊
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原｜岨回

明治27年3，

井上智岡

明治39年5‘

一
口
向 田保‘噂

明治h;年12ノ

佐藤新

明治23年11F

永井栄I間

明治14年9f

重松俊Iリ

明治38年9F

演I

大正2年8,

加藤順三

明摘18年9E

木 村英

明愉39年2浜

室賀信訓

明治40年l浜

愛* l

兵肺

佐0 ,

Ⅲ
ハ

一m.

【二】

兵 脚

福7 .

京＃ I

－1－
阪ノ、

京

11

国史概論

iﾉ%洋史学

社会学

II本思恕耐i

緬斉特別燕

日本経済5

特別識字

社会皇

|刺
Z汀Z，二
III-1

国 文学

堤〒又字：

人文地理学

＊京都帝国大学教楯

大正6年7月

東京帝国大学文科大学

＊京都'-0国大学溝ii

昭和5年3農

京都帝国大学文学部

＊京部帝国大学教授

明治43年7，尾

京邪帝国大学文科大学

文学博士

＊山|崎経済(lﾙ究lﾘ『貝

明袖44年

東京外国詔学校中逼

＊本学専門学部推職

大正元年10月

東京帝国大学経済学部

ド本学専門学部兼服

昭ｲ05年3月

京郁帝|工l大学文学if’

＊本学専門学部兼務

昭和II年3月

京部帝国大学文学部

＊本学専門学営部洲師

大正7年3ﾉ;

京肌帝国大学文学部M

＊京都帝国大学副手

＊本学専PI学部識、

昭和7年3M

京都帝国大学文学部

＊京都帝国大学助敬彬

＊本学専門学部講帥

1104118年3．尾

京郁術I型l大学文学部

昭和16年9月lミ

no和ifi年9月19

昭和16年9月］9

昭和17年7月15

(Ⅱ下手続中：

昭和17年6月18

(目下手続中

昭ｲni7年5月19

(11下手続中）

昭和17年5月19

(目下手続中）

BS和17年6月17

(目下手続中〕

昭和17年6月17

(目下手続中！

昭和17年6月17

(目下手続中
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本田 成

明治15年lノ

遠藤亮基

明治38年5，

松下

明治36年3，

織田武雄

明治4()年6，

矢 野仁

明治5年5

小 田垣成ぅ

明治38年1月

上 野久

明治41年1

野田喜太郎

明補t1年8

丸 谷秀一

明補45年5

酒井鏑；

明泊IK年2

伊藤政之l

明治10年8月

京都

鳥 取

京;;:

東京

f

京＃’

北海it

束芹

束時

漢文学

匡
Ｆ
－
Ｐ
ｌ

差
寸

五
口

一
雪
、

自然地理学

K唱文地理今

東洋史学

会計学

特殊経営学

商 業 数 皇

外国貿易及

び為替

戦争

戦争史

＊龍谷大学教授

＊本学専門学部洲W

大正2年10ノ

京部帝国大学文科･大畠

文学博士

昭和5年3；

京都帝国大学文学剖

＊京都帝国大学教＃

大正5年3;

京都帝国大学理学部

理学博士

＊関西大学教聡

＊本学専門学部i＃8

昭和7年3ノ

京都帝国大学文学苫

＊京祁帝国大学名誉教I

明論32年7f

東京帝国大学文科大学

文学博士

＊本学専門学部教＃

昭和5年3月

東京商科大学

＊本学専門学部教

昭和6年3；

東京商科《

＊本学専門学部教諺

昭和7年3月

神戸商業大学

＊本学専門学部教括

no和II年3月

ﾈ'|'戸商業大学

＊参謀本部細『

＊陸軍中>|ミ

＊陸雨少>ド

昭和17年6月17

(目下手続中

昭和17年6月17

(目下手続中）

昭和17年6月18

(目下手続中

昭和17年6月17

(目下手続中｝

昭和17年6月18

(目下手続中｝

昭和17年6月17

(目下手続中！

昭和17年6月17

(目下手続中子

昭和17年6月17

(目下手続中？

昭和17年6月］7

(目下手続中)

昭和17年6月29

(目下手続中＞

昭和17年6月18

(目下手続中
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Ⅱ、立命館大学予科昭和17年4月20日現在

（1）予科専任教員の部

佐保田鶴肘

明泊32年2ノ

兵肺 倫理学 ＊本学予科教授

大正11年7頁

京都帝国大学文学部

昭和17年6月l7f

(目下手続叩

氏名

生年月日

佐 保田鶴滞

明治32年2月

清 水素

明論29年1月

塩｜崎達人

明治26年12月

山本

明論40年lノ

臓 田久抵

明治35年8月

隔本喜之

明治36年8

奥村 三

明治41年1月

国崎望久丈

明治43年4

大地原誠

明治16年2月

石崎 達

明治33年11ノ

中島利夫

明治37年7月

|汗1吋

兵刷

山梨

京都

兵('I

雌

大l砿

斗
即
一

福岡

北海道

大阪

|［

科に

外国

道義・哲理

外国語(』

外国語a

外国語(；

外国語=

自然科学

歴

那計

過
牙
豹
舛

授
時

般終学歴

(＊：兼任

大正II年7屍

京都帝国大学文学部

大正14年3月

京都帝国大学文学部

大正7年7愚

京都帝国大学文学部

昭和4年3^

関西学院大学文学部

昭和4年3jj

京都帝国大学文学部

昭和7年7月

高等教員検定試験合格

昭和10年11)1

高等教員検定試験合格

昭和II年3jj

東洋大学文学部

明泊43年7月

東京帝国大学理学部

大正8年7月

京都帝国大学文科大学

大正15年3長

大谷大学

昭和4年3蕊

東京大学文学部

採用認可年月

大正12年4月

大正u年4月才

昭和7年4月9段

昭和10年4月進

昭和13年6月30&

昭和13年6月MIO

昭和M年5月2E

昭和ir.年7月l］：

昭和]5年7月31：

昭和15年7月311

昭和16年9月正
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(2)予科兼任教員の部

田中重太唄

大正6年7月

城内辰尼

明治25年8ノ

k安登一

明治42年3｣

原田季を

明沿44年IIノ

京都

大分

１
１

輿
。

兵I

古典

経国

外国語(狐

１
一

一
Ｉ

17

1(）

1ﾜ
ユビ

13

''8和15年3ノ

高等教員検定合椎

大正15年3ﾉ

大分県師範(奏任待遇

昭和9年3;

九州大学法文学制

昭和8年3ノ

京都帝国大学文学苫’

昭和16年9月19

昭和16年9月19

no和16年7月19

no和17年6月18

(目下手続中）

氏名

生年月日

浦川源否

明治24年7ﾉ：

太田義夫

明論28年5，

西#克10

年ノ言

久 保澄雄

年ﾉ

柳生厳長

明論24年L

永II 浩次

明治36年6

陳 蛎

民国7年6，

張 椛

民国7年7

府！

大ィ

京S I

大｜坂

和歌11

版一
八

中華民匡

中華民匡

担当

科目

古

経

雁，］

銃剣道

４
蝉

自 然 科 学

(勢
、
危
「

外国託

外 国 計

当
オ
恥
女

授
時

10

鐸
ナ

蕪
、

４
宇
小

＊現

雌

大正6年7ノ

京部帝国大学文科大学

＊立命館大学教括

||ｲｲ利3年3;

京都帝国大学経済学奇I

昭和8年3月

京都帝匡l大学 文学苫

＊本学専1"1学部識I

|輔i脆士･銃剣道五息

練士

＊本学専門学部講6

大正4年3『

I0||:[大学高等帥砧I

k龍谷大学紋#！

昭和7年3：

京都帝国大学理学剖

民国31年3貝

国立北京師範･教育学|淵

民国:3I年3月

匡l立北京eiBi 学|＃

採用認可年月

no和3年4月7

HO和1(1年9月15

昭和Ifi年9月19

N1和17年6月18

（目下手続中）

77和17年6月鮭

(目下手続中＞

nolii17年5fll9

(目下手続中:

昭和17年5月1（

(目下手続中子

昭和17年5月1（

(目下手続中
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Ⅲ、立命館大学専門学部昭和18年4月70)日現在

(1)専門学部法・経・高等商業・文の各学科専任教員の部

陰蕊にI

民国7年11浜

守miリ

明治42年3浜

石井義’二

大正5年3ノ

中田駒次

明治38年lノ

中華民匡

壬
に

fIA『宮
I‘凸0段

京者I

外国丙

外’五｜門

自然利･学

古リI」

民国31年3月

匡l立北京INI*;)文学院

no和8年3月

台北帝国大学文政学科

昭和16年3愚

京都帝国大学蝿学部

昭和10年3児

京郡帝国大学文学部

no和17年5月19

(目下手続中

H什和17年5凡19

(目下手続中］

昭和17年6月29

(目下手続に

11011117年6月17

(目下手続仁

氏瑞

生年月日

板木郁

明治32年5候

磯i苛辰五li:

明拍31年4廃

末包留三催

明論24年12浜

太田義弘

明論28年5ﾉミ

井上巌次蕊

明桁34年7ノミ

"蔦上次眉’

明治71年9促

清 水 矛

明枯27年lノミ

楠本1F

明沿23年6促

府鵬

炉
恢

向
画

香』

香1：

京都

愛知

秋任

山梨

福) 1

担当

科目

民法(総;!

行政法(総

行政法(各

商

海商i目

経済原司

厚生政制

国際経済計

上代文与

近|仕文学当

修詩文..H

支肌文学リ

授業

時激

［ゴ，？〃

H又11今

大正12年3月

京祁帝国大学法学部

大正0-!年3月

京部帝国大学法学部

大正8年7月

京郁帝国大学文学部

大正11年3月

'百1法学部

昭和3年3塁

京都帝国大学経済学部

大正11年3昂

京部帝国大学経済学苫’

大正11年3ﾉ』

京郡帝国大学員経済学音’

大正14年3ノ；

京都帝国大学文学部

大正7年3犀

京#|端:国大学文学部j癖I

採用・開巾年月；

大正13年10月7；

大正15年3月3I

大正15年3月8；

昭和3年3月3：

liO和3年4月4

ii;;和3年4月5

昭和3年4月7

ii;;和3年4月
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大 谷政研

明冶29年9月

大淵 仁右衛デ

明摘38年4月

祭原光太盲

明治40年2月

田中直

明治40年1月

竹田直平

明治33年8月

浅井清仁

明治35年10月

森順〃

明治41年9月

小田垣成ヲミ

明治38年1月

国崎望久太良I

明治43年4月
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明治42年2児

西藤雅夫

明治41年3j弓

三島泰稚

明治34年11̂

岩根保証

明治33年］長

中島利弐

明治37年7提

鳥 肌

秋｜孔
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兵 時
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石
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一
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ゴ
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勾
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川ﾕズ

滋 笹
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山[
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財政汎計

国際私掴

経営経済学

戦争ヌ

刑法(総論

刑法(各論

民法(物椎

国体学慨

帝国迩法

会計学・卿

記論・経s

統制
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ロⅢ

古今集・枕

草紙・近古

文学

国史

政治学概計

国防学概計

銀行信託論

臣道実践

東亜経済

心理学･哲学

概論･教育学

自然地理

メリカ地誌

日本地誌等
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京都帝国大学経済学＃

昭和5年3ノ

立命館大学法経学音

昭和6年3ノ

京都帝国大学経済学E

昭和6年3，

京都帝国大学法学音
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立命館大学法経学昔

大正ir,年3ﾉ

京都帝国大学法学音

昭和8年3－，

京都帝国大学法学音

昭和5年3碇

東京商科大学

昭和11年3，

東洋大学文学音’

明沿42年3，

(0宮皇学＃

昭和9年3」

京都帝国大学法学音

昭和7年3,

京都帝国大学経済学2

昭和4年3，

京都帝国大学文学音

昭和5年3，

京都帝国大学文学苫

昭和4年3』

東京帝国大学文学昔

昭fII-1年4月6己

昭和7年4月18

昭和8年6月3B

昭和9年4月12要

昭和9年4月l2E

昭和9年5月4日

昭和9年5月4言

昭和II年7月lE

昭和11年8月22冨

昭和12年7月5R

昭和13年6月30言

!"i和13年6月30昌

昭和13年6月30巳

昭和13年6月30己

昭和14年8月2()日
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昭和14年10月25燈

高瀬重＃

明治42年3月

山本誰

明治33年3F
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明治38年s;

上野久 故

明治41年1Ⅱ

野田 喜 太

明治41年8月

藤岡謙二H

大正3年4ノ

長岡冨三

明治44年12月

淵 涜

明治42年3月

森義孟

明治45年3月

後藤丹

明治3()年3月
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明治 年月

武藤守一
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大 山敷太
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東 洋5

漢文神祇卜

経営学･会計

商業概論

特研指導

統計学･商；

数学・英：

地理写

人類地1

両洋 史 当

商法･会社松

商法総則等

日本法怖11史

東亜民族山

東亜政佑思

ｨ:I」山』些､

戦記物･大儲

国文学史

文学史

広域経〃皇

貨幣耐

銀行信託論

幾業政謙

経済災

移植民計

I

ワ
由当
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産．

Ii,ｲ和7年3ノ

京都帝国大学文学音

昭和5年3

同志社大学文学i

昭和3年3

iIll宮皇学Ill

iill,ni年3月

東京商科大学

as和7年3月

神戸商業大学

iiO和13年3

京都帝国大学文学1

7和II)年3月

立命館大学法経学

昭和8年3月

京都帝国大学法学部

Ill,和10年3ノ』

京都帝国大学法学部

nion!:-:年3‘;

京都帝国大学文学部

選う

BB和8年3灰

大阪商:|大弓

no111ii年3角

立命館大学法経学部

01和3年3ji

京都帝国大学経済学部

IiO和3年3犀

東北帝国大学法文学部

昭和14年8月2卜

昭和15年6月4と

昭和15年5月l8f

昭和15年5月l8f

昭和15年5月l8f

昭和15年6月4巳

昭和15年6月4召

昭和Ifi年6月18と

昭和16年9月l5E

昭和Ill年9月l5i

昭和1(1年9月15：

昭和Ill年9月191

昭和16年11月6．
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(2)専門学部理・工学科専任教員の部

松本俊一

明治38年8jf

||｜上三

明輪45年7ノ

大橋又治，

明論22年5月

出 雲路敬ポ

明拍41年3ノ1

|河 沖 嘉 一 l

明論32年4提
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型
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京部

京邪
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ロ［】‐す一
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有職間
ロ
チ

教

no和14年3

立命館大学専1"1学1

陸軍少県

no和9年3

|亜|単院大学

陸軍の少峨

no和17年6月17F

昭和17年6月l7E

no和13年4月2(0

昭和8年1(1月25E
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皇
巨
一
コ

明治12年6月

日下部彦太I

明論24年7ノ］

平野克己

明輪38年1月

山本了当

明泊42年10月
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Ｉ
月

健
口ｆ

室伏

明 治2

船 越 丈 一 郎

明治43年61

久保田敬一

明枯43年12月

寺 n 四 忘 猪

明治44年9碇

京＃

京f
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‐

主需に
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一 _L

京 ＃

新 競

茨j』

電気材料

[工学科長

機械設計f.

熱機’1

計製’

電気機I’

設計製図等

電気磁気学

設計製区I等

有機化学,号

験･化学柵胃

分析化学･111

機化学･実聯

鉱山機械工学

選鉱学等

測量学

m杜実習

鉄道工学等

櫛造力学･工

場建築図学等
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凸‘

｜
覗
叱

Ｉ

｜
吃

17

｜
両
皿

|川泊35年月

京都帝国大学理工科大

学(工学博士）

大正7年3ノ

京都帝国大学工科大と

noin4年3I

京都帝国大学工学音’

no和8年3ノ

京都帝国大学工学2

大正9年7ノ

京都帝国大学工学藍

IIｲｲ和7年3ノ

京都帝匡|大学工学苫

'18和1(1年12

京都帝国大学工学音

昭和11年3．

京都帝国大学工学：

BS利1(1年3÷

京都帝国大学工堂肖

昭和17年5月2(01

昭和17年5月20冨

no11117年5月20召

昭和17年5月2(01

昭和17年5月2〔)蕊

昭和17年5月200

昭和17年5月20昌

昭和17年5月20B

昭和17年5月20量
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曽我部忠四’

年ノ

安達嘉一

明論31年10月

石野又吉

明iO8年8月

1日, し玉鹿

明治25年5月

|異l野リ"リ三

明治9年5月

今納栄太川

明佑13年11月

大川二十二

明治22年5ノ

武用祁吉

明治17年2月

上畢

明治44年5月

松 尾 側 f e

明論16年10月

lll崎司側

大正4年1月

永安 登

明治42年3ノ

藤谷景三

大正9年8提

大西滴三個

大正5年4月

大河内辰弧

明治45年5促

徳島

京＃ I

京都

和歌Ⅱ

新潟

京都

京都

京都

京＃’

古曾初、

ﾅヶ力I
ｲXF

島根

京

滋賀

勢牙 城つ里

数 坐

物理学･力学

物理実嚇

物皿学

[肌学科

数堂

電気磁気illl

定法･実励

機械製作職

設計製但

冶金学実踊

金属川|工甘

臣道実脳

武虻

[ﾙﾐ徒主

ザル

乎人

実験製E

測量実忍

T ・ イ ん 言 杢 j 1
－L－lI一六’二

明佑41年7ﾉ鴬

京都帝国大学恥工科ナ

大正12年3》

東京帝国大学理科大

明枯4()年7F

京部帝国大学.HI!工科大

学理学博dl

大iliOU)年5,；

京郡帝国大学哩科大学

明論33年7月

東京物哩学校

明給36年7足

大阪高工機械科

明胎44年3ノ』

第八高等学校甲類

第3学年

明柿42年3丙

広島高等帥範学|：

illHii.年4ﾉ1

武道専'1V学校

大正8年3jj

陸順士官学校(大尉）

no和5年8，犀

任 陸 瓶 歩 兵中尉

昭和9年3j；

九州帝国大学法文学部

昭和16年3月

立命館日満工高機械＃

昭和13年屍

京郁工学校

昭和7年3ノ！

早稲田問等工学種

昭和17年5月20F

昭和17年5月2()：

昭和17年5月20；

Illl和17年5月2().I

no和17年5月20：

(認可）

BS和17年5月201

(認可］

昭和17年5月201

(認可：

昭和17年5月2(）

(認可：

昭和17年5月2(）

(認可

昭和年月壁

昭和年月『

昭和]7年6月13壁

昭和17年7月6母

(認可

昭和17年7月6：

(認可

昭和17年7月6：

(認可
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(3)専門学部法・経・高等商業・文の各学科兼任教員の部
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明治19年8族
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本田成之

明治15年lノミ

塩崎連ノI

明治26年12ﾉミ
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明治40年l辰

木村英一

明論39年2提

織田武雌

明治40年6提
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明治32年2ノミ
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*京部帝国大学数＃

明治42年7．

京都帝|ヨ大学法科大営

法学博士

*立命館商業学校学I

明論42年3』

早稲田大学政経学昔

＊本学法文学部教吊

明論33年9，

東京帝国大学文科大畠

文学博士

＊龍谷大学教鵬

大正2年10,

京都帝国大学文科大学

文学博士

大正7年7．

京都帝国大学文学昔

昭和4年a

関西草院大学:文学許

＊京都帝国大学副引

BB和7年3J

京都帝国大学文学デ

*171西大学教据

昭和7年3ノ

京都帝国大学文学苫’

＊本学予科教据
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昭和4年4月1111
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昭和10年4月8置
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昭和12年5月25雪

昭和13年6月30言
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| ざ 詩 I

国防経済計

日本産業計

経 済 政 筒

、
叩
Ｊ
１
、
ｗ
Ｊ
Ⅱ

『
可
吟
△
１
Ｆ

民
商

no和7年7輿

京都帝国大学法学部

法学博二

BS和10年3提

京都帝国大学文学部

＊京都帝国大学助教授

昭和8年3j弓

京都帝国大学文学

昭和11)年11F

間等教員検定試験合．

nil和7年3;

京都帝国大学理学

昭和14年3月

立命館大学法経学部

BB和12年3月

立命館大学法経学部

昭和8年3房

京都帝国大学文学部

昭和12年3‘;』

17宮皇学館

BB和4年3馬

'し州vO国大学法学部

no和4年3尾

立命館大学法経学部

'和II年3房

京都帝国大学文学部

no和Ill年3更

京都帝国大学文学部

昭和17年3j-j

立命館大学研究科

no和If.年3頁

立命館大学法経学部

昭和13年6月30龍

昭和15年5月l8E

no和15年7月lii：

昭和15年7月11『

昭和15年6月l4i

昭和'7年5月191

昭和17年5月191

昭和17年6月18日

昭和17年6月17‘

昭和17年5月19［

昭和17年5月29

IIO和17年5月29

nil和17年5月29t

(目下手続中

(目下手続中
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(4)専門学部工学科・理学科兼任講師の部

佐々木外螺雄

明摘37年8，;』

松本米；

明柿44年9月

水上一

明捕45年3月

大久保荘太Ii

大正2年II月

谷口知訓

明治39年2月

街方正吹’

年；

ふ
り
ｆ
限

一
口
小

甲
小

卜
亭
寺
ト

ー
ロ
小

千 ジ

法学i
ｆ
Ⅱ

一
言
側

国5

支那文学･I

子・礼記等

民法(親イ

商法手)’

no和16年]2

高等教員検定試験合#

no和10年3

東京帝国大学文学昔

昭和II年3月

京都帝国大学文学部

no和4年3J

京都帝国大学法学間’

no和5年3月

東北帝国大学法経学部

(目下手続中

(目下手続中

(目下手続中

(目下手続中

(目下手続中

氏 4

生年月［

久羅忠ブ

明論25年7塁

西原利言

明論27年3月

長 尾不二雌

明論39年3ノミ

加藤信妻

明袷27年10̂

松田長三慣’

明袖26年no

府リ

Ⅲ
一
画
小

一
口
小

石I；

岡 Il

山'二

似
御

寺
。
Ⅱ
、

挫
打

、
一
二
ｌ

担
科

材料及び林＊

試験法･実駒

材料力学

M|｣定器及ひ

粘密機械

内燃機関

電気通

電気照明〃

ぴ電瑚

’
一
一
串
ｑ
３
面
，

授
時

｜
ワ
白

＊印現職

終学
II

jljL

＊大阪工業研究所技I

大正5年7.

京祁帝大理工科大身

k京都帝国大学教＋

大正7年7．

京部帝国大学工学f

工学博:士

*京部帝国大学教串

昭和3年3』

京都帝国大学工学；

工学博士

＊京部帝国大学教}

昭和7年3ノ

京都帝国大学工学背

工学博士

＊京都帝国大学教＊

大正7年12長

京#|;帝国大学工科大弓

工学博士

＊京都帝国大学教蛎

大正6年7，尾

京郁帝国大学工科大畠

工学|＊士

採用開巾年月属

BS和17年5月20.登

|唱和17年6月5蔓

II僻Ⅱ17年6月5日

m和17年6月5麓

昭和17年6Ĵ l5E

1101017年6Jl5El
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J~ジ

安藤弘引

明治40年10月

井上勅』

明治42年7ノノ

林重月

明治36年8月

岡田辰三

明治28年8月

小田良亙

明論39年9月

西 原 満 H

明愉38年2月

谷口意‘

明沿27年6月

山本2

明愉40年4ﾉI

高橋逸診

明治21年lノ1

武居高四

明論26年8ﾉ篇

田志t

明枯43年6月

岐f

兵k

長野

亡ア
劉、

福 岡

一
一
１

大｜坂

岐阜

京都

a If

髄気機

高周波工学

及び電子工学

交流理論

慨機工業

薬品及び肥#:’

Il機介成

工業化学

電気冶金学

鉄冶金学

採鉱学

鉱I」測還

分析化学

分析実駄

及
区

誉
寸
細
垂

木
計

十
一
部
睡

橋
び

都市計皿

柵築|:イネ:｜

道路工学

金属材

＊京部帝国大学助教1

昭和6年3

京部帝国大学工学1

＊京都帝国大学識’

昭和7年3

京郁帝国大学工学1

＊京部帝国大学助敬授

昭和 年

京部帝国大学工学

工学博士

*京部帝国大学教授

大正10年3

京邪帝国大学工科大

工学博-1

*京#|錦:国大学救援

昭和5年3

京郁帝国大学工学，

工学博ゴ

＊京部帝国大学助教授

昭和3年3〃

京部帝国大学工学‘

＊京部帝国大学講師

klF8年3jl

京都帝国大学工学

＊京都帝国大学識ffl

昭f07年3ﾉ！

京部帝国大学理学

＊京都帝国大学教授

大正2年7月

京郁帝大学理工科大学

＊京#|;帝国大学教授

大I6年7jl

京都帝|垂I大学工学部

工学博:ゴ

＊京部帝国大学助教授

昭和8年3．;1

京都帝国大学工学部

BB和17年6月5t

昭和17年6月5a

no和17年6月5属

昭和17年6月5畠

昭和17年6月5と

昭和17年6月5E

no和17年6月5E

昭和17年6月5：

昭和17年6月5と

昭和17年6j言15I

昭和17年6月5！
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繊維工業

誉
ナ

レ
し

イ
ー

近藤泰夫

明治28年2族

小林 我

明治35年10碇

石原藤次自’

明治11年8浜

奥島正一

明治44年］提

岩井重’

大正5年3促

菊川清付

明治18年5提

菅原菅雌

明治29年10̂ .

田伏敬三

明治31年11̂

岡本 週

明治21年6提

羽村二喜要

明治31年110

棚田一便’

明治37年l侭

広i

京

滋豊

＃
一
口
小

や
荷

一
軍
小

京稀

＃
一
ロ
ハ

箭
一
ロ
ハ

山に

宮 加

耐震工 淫｡
~ー

施 工

及び雌道

河海工学及

び設計製no

鉄骨構造

発電水メ

工作機械

蒸気缶及び

蒸気原動機

水力学及び

水力機械

電 気 機 イ

発電所・送

電及び配電

*京部帝国大学教2

大正7年7，

京都帝国大学工科大学

＊京都帝国大学教堀

大正14年3族

京都帝国大学工学部

＊京部帝国大学助教椴

昭和5年3』

京郡帝国大学富工学f

工学博士

＊京都帝国大学溝ei

昭和11年3ノ

京都帝国大学工学ゼ

＊京都帝国大学助教拓

11011114年3ノ

京都帝国大学工学音

＊京都帝国大学教＃

明治42年7」

京都帝大学理工科大学

＊京都帝国大学教＃

大正1()年3．.；

京都帝国大学工科大学

工学博士

＊京都帝国大学教椛

大正11年3ﾉ

京都帝国大学工学音

＊京郡帝国大学教蛎

大正4年7ノ

京肌帝国大学工科大学

工学博士

＊京都帝国大学教北

大正13年3ノー

京都帝国大学工学部

＊京都帝国大学教推

大正15年3瓦

京郁帝国大学工学部

T~'理．+1M.一ト
ーLゴーJ－I－､J･一L

昭和17年6月5.農

昭和17年6月5程

昭和17年6月51-1

昭和17年6月5貝

昭和17年6月5.農

昭和17年6月7言

昭和17年6月9a

昭和17年6月9属

昭和17年6月9昼

昭和17年6月9日

昭和17年6月9豆



n.可一二

｡O亘

上11」惟‘恒

大正4年12

藤田表象

明柿29年lノ

久烏 亥三馴

明治32年3

illf村正義

明治33年4，

大西正一

明治4()年4‘

平松 高刊

明治28年i;

堀尾正〃

明論38年7F

嶺正 写

大正3年11F

池田総一郎

明梢38年7F

上井

明治41年7ﾉミ

藤本 掴

明治36年11/.

鹿児【

京I

和歌11

山［

京割

愛？

大l眼

福価

華
徹

寺
も

程
汀

兵庫

大阪

化学機械

ぴ製凶

採鉱学

非鉄冶金学

機械力学

電気法規

電気鉄道

物理学

物Jill化学

班機化学

図合

建築 櫛 別

電気化畠

流体機ル

＊京都帝国大学溝1,11

昭和15年3，＃ー

京部帝国大学工学部

＊京部帝国大学敦描

大正11年3.;

京邪帝国大学工学制

工学博士

＊京都帝国大学教描

大正12年3ノ

京都帝国大学工学部

工学博士

＊京都高等工芸学校教綬

nil和2年3ﾉ1

京都帝|型I大学工学部

＊京都市技師

昭和6年3ノ：

京郁帝国大学工学部

昭和3年3差

京都帝国大学理学部

＊京都帝国大学敬授

BB和3年3犀

京部帝国大学工学部

工学博士

k京邪帝国大学助教蛎

B8和13年3,竃

束郁帝匡l大学工学部

＊第三高等学校教授

昭和5年3月

京郁帝Iｴl大学工学部

＊京都帝国大学識別

7和10年6月

京都帝国大学工学部

＊京都帝国大学教授

noIi12年3児

京部帝国大学工学:部

工学博士

昭和17年6月9農

昭和17年6月9

BB和17年6月9

昭和17年6月7

no和17年6月l(）

昭和17年6月10

昭和17年6月13

no和17年6月13日

BB和17年6月13

0)!和17年6月13

昭和17年6月16
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久世 欽 十 側

明沿21年5ノ

磯松嶺造

明泊33年8ノ

岩野俊雄

明論43年3ノ

坂脈雄

明諭29年11ノ

益 ザ吉号蒋
1画rITj.之凄

明袖34年6，1

福島情三郎

明治23年2ノ

柳生厳長

明治24年l，

山田｜嫌

明泊28年12‘

赤岩六二

明治36年1

本｜州貞子

明治22年8

広瀬又

明治15年10

岩本国三

大正5年11

大阪

京都

京都

東京

I

京部

i *i

北海j凸

徳 烏

秋任

京＃ I

京府’

機械設計

製図

珪酸塩工業

イレ
』し

倫 理学

八
ｍ
ｍ

’
三
皿

WII‘：
をt茜一

防空工法

地鷺学･鉱物

学及び実験

式

ii

応用力学

j A ′ 利 て 』 毒
／、万・ざナ

liii州計

ガ
／

遡気実聯

I■■一一E，。

,1．．jJl二'二」‐字

10

実程

28

12

14

＊京都帝国大学教授

大正2年2ノ；

京都帝大理工科大学

＊京都陶磁器試験場慢

昭和5年3好

京都帝国大学工学部

1101719年3)

京部帝国大学文学部

＊京都帝国大学教授

大正6年7』言

京都帝国大学工科大学

工学博士

no和7年3ﾉー

京都薬学専1"1学樋

大日本武徳会柔道8段

柳生流師範継義

早柿田大学問等師範音’

》
入
「

＊京都高等工芸学校教I

昭和2年3．F

京都帝国大学工学剖

＊陸軍兵技少f

大正14年ノ

桐生問等工業学杉

応用化学*

大正2年6j』

上海東亜|司文書|院

明愉37年4ノ』

東京高等師範学校

noliin年3J!

私立電気工学洲習所

昭和17年6月］'三

昭和17年6月16を

11,011117年6月16

昭和17年6月22

昭和17年7月6

昭和17年7月6

昭和17年7月6

昭和17年6月18

昭和17年7月29

昭和17年9月7

昭和17年9月7

nofii17年9月9
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